
生涯農業を探求したい
　

相
模
湾
を
望
む
畑
で
農
作
業
に

勤
し
む
加
藤
さ
ん
。
高
校
を
卒
業

後
、
農
家
の
四
代
目
を
継
ぎ
、
農

業
一
筋
70
年
以
上
。
昨
年
90
歳
を

迎
え
ま
し
た
。
今
も
か
ん
き
つ
類

は
、
温
州
ミ
カ
ン
か
ら
湘
南
ゴ
ー

ル
ド
、
湘
南
潮
彩
レ
モ
ン
、
晩
柑

ま
で
多
品
種
を
栽
培
。
Ｊ
Ａ
の
ほ

か
『
漁
港
の
駅
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
小

田
原
』
や
『
一
夜
城
ヨ
ロ
イ
ヅ
カ

フ
ァ
ー
ム
』
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
カ
ン
の
低
迷
期
に
は
畑
を
守

り
た
い
と
い
う
思
い
が
一
層
募
り
、

新
た
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
、
シ
キ
ミ
な
ど
導
入
し
、

栽
培
作
物
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
「
ミ
カ
ン
畑
の
理

想
は
南
か
西
向
き
が
良
く
、
海
抜

は
１
５
０
ｍ
以
下
。
傾
斜
地
は
水

は
け
が
良
い
こ
と
。
結
果
、
味
が

水
っ
ぽ
く
な
ら
ず
甘
さ
が
ギ
ュ
ッ

と
詰
ま
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

畑
が
傾
斜
地
だ
か
ら
こ
そ
足
腰

は
丈
夫
。
70
代
ま
で
は
月
に
３
回
、

仲
間
と
剣
岳
や
白
馬
岳
な
ど
に
出

掛
け
る
ほ
ど
の
登
山
好
き
。「
槍
ヶ

岳
の
頂
上
で
は
涙
が
出
た
」
と
思

い
出
を
語
り
ま
し
た
。「
こ
こ
ま

で
で
き
た
の
は
妻
の
お
か
げ
。
生

涯
、ト
コ
ト
ン
農
業
を
続
け
た
い
」

と
今
日
も
妻
の
秀
子
さ
ん
と
笑
顔

で
畑
に
向
か
い
ま
す
。

加
か

藤
とう

　晶
あき

恒
つね

さん
早川／小田原市早川

かんきつ90ａ、キウイフルーツ
８ａ、ブルーベリー３ａ、シキミ
５ａ

2025

２
vol.221

食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン食と農と暮らしと。 あなたをリードするアクティブ・マガジン
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組
合
員
座
談
会
は
組
合
員
の
意
向
や
要
望

を
確
認
し
、
次
期
事
業
計
画
や
自
己
改
革
の

工
程
に
つ
な
げ
て
い
く
目
的
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
６
年
度
仮
決
算
で
は
新
エ
リ
ア
構
想

に
伴
う
固
定
資
産
減
損
処
理
８
億
３
千
万
円

を
処
理
し
、
事
業
基
盤
強
化
積
立
金
の
取
崩

し
に
よ
り
対
応
し
た
こ
と
を
報
告
。
ま
た
、

当
Ｊ
Ａ
の
保
有
す
る
有
価
証
券
（
受
益
証

券
）
は
、
世
界
的
な
金
利
上
昇
や
日
銀
が
マ

イ
ナ
ス
金
利
施
策
を
解
除
し
た
こ
と
に
よ
り

保
有
す
る
債
券
価
格
が
下
落
し
、
評
価
損
が

拡
大
。
今
後
、
金
利
上
昇
に
よ
る
さ
ら
な
る

評
価
損
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保

有
す
る
す
べ
て
の
受
益
証
券
簿
価
１
２
３
億

円
の
売
却
を
９
月
の
理
事
会
で
決
定
し
ま
し

た
。

　
10
月
に
は
簿
価
１
１
８
億
円
を
売
却
し
、

19
億
６
，
８
９
２
万
円
を
損
失
計
上
し
ま
し

た
。
残
り
５
億
円
に
つ
い
て
も
令
和
６
年
度

内
ま
で
に
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
売
却
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
期
の
当
期
余
剰
金
は
赤

字
の
損
失
計
上
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
組
合

員
の
皆
さ
ま
に
は
出
資
配
当
金
の
お
支
払
い

は
で
き
ま
す
が
、
利
用
分
量
配
当
が
で
き
な

い
状
況
で
す
。

　
今
後
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
有
価
証
券
商

品
の
構
成
内
容
）
の
見
直
し
を
行
い
安
定
し

た
収
支
改
善
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
何
卒
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦
♦

座
談
会
で
の
ご
意
見
を
一
部
抜
粋

●
自
己
改
革
実
践
に
つ
い
て

Ｑ
農
家
が
減
っ
て
お
り
、
将
来
は
農
業
者
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
何
か
対
策
は

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
農
業
支
援
隊
等
で
農
作
業
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
農
業
が
継
続
で
き

る
環
境
を
作
っ
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
『
は
る
み
研
究
会
』
に
加
入
し
て
い
る
組

合
員
は
水
田
の
土
壌
診
断
が
無
料
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
自
分
は
『
て
ん
こ
も

り
』
を
栽
培
し
て
お
り
、
研
究
会
に
加

入
し
て
い
な
い
の
で
土
壌
診
断
は
有
料

に
な
っ
て
し
ま
う
。
公
平
性
を
は
か
る

た
め
無
料
で
検
査
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
令
和
７
年
度
よ
り
『
は
る
み
』
以
外
の
水

稲
品
種
に
つ
い
て
、
中
井
・
山
北
支
店
、

各
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
土
壌
分
析
を

取
り
ま
と
め
無
料
で
検
査
が
で
き
る
よ

う
に
改
善
し
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
仮
決
算
結
果
に
つ
い
て

Ｑ
エ
リ
ア
構
想
に
基
づ
く
減
損
会
計
に
つ
い

て
、
こ
れ
ほ
ど
の
額
に
な
る
の
か
。

Ａ
減
損
会
計
上
、
新
し
い
店
舗
は
建
物
の

評
価
額
が
大
き
く
減
少
し
ま
す
。
本
年

度
に
減
損
計
上
す
れ
ば
、
以
降
の
減
価

償
却
費
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
毎
年
３
，

０
０
０
万
円
程
度
の
費
用
計
上
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
減
価
償
却
費
の
前
払

い
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
有
価
証
券
評
価
損
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
、
安
定
的
な
利
益

確
保
と
元
本
保
証
の
あ
る
国
債
や
社
債

等
を
中
心
に
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
Ｊ
Ａ
は
国
内
の
債
券
中
心
で
運
用
し
て
い

る
が
、
国
内
株
式
や
海
外
債
券
・
株
式

を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
組
み
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
株
式
の
保
有
は
で
き
ま
す
が
保
有
限
度
額

に
制
限
が
あ
り
、
信
用
リ
ス
ク
に
も
大

き
く
影
響
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
有
価
証
券

運
用
は
国
債
・
社
債
な
ど
を
中
心
に
運

用
し
て
い
き
ま
す
。

●
新
エ
リ
ア
構
想
に
よ
る
店
舗
再
構
築
に

　
関
す
る
案
内
に
つ
い
て

Ｑ
エ
リ
ア
構
想
の
目
的
は
何
か
。

Ａ
今
ま
で
は
２
支
店
を
１
支
店
に
統
合
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
各
地
域
に
店
舗

を
残
し
つ
つ
、
各
エ
リ
ア
で
事
業
機
能

を
補
完
し
て
い
き
ま
す
。

組
合
員
の
意
見
を
事
業
に
反
映

～
26
会
場
で
組
合
員
座
談
会
を
開
催
～

　
Ｊ
Ａ
で
は
自
己
改
革
の
実
践
報
告
の
場
と
し
て
組
合
員
座
談
会
を
11
月
５
日
か
ら

12
月
10
日
ま
で
26
会
場
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
仮
決
算
結
果
の
ほ
か
、

有
価
証
券
評
価
損
の
対
応
や
、
新
エ
リ
ア
構
想
に
伴
う
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

座
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
は
、
組
合
員
の
声
と
し
て
事
業
に
反
映
し
て
い
く

考
え
で
す
。

◆
第
７
次
３
か
年
計
画
及
び
令
和
７
年
度

事
業
計
画
『
ビ
ジ
ョ
ン
・
文
言
編
』
の

中
間
報
告
に
つ
い
て

　
『
中
核
的
担
い
手
・
認
定
農
業
者
等
戸
別

訪
問
』
、
『
組
合
員
座
談
会
』
の
意
見
要
望

結
果
を
踏
ま
え
た
次
期
３
か
年
計
画
及
び
事

業
計
画
文
言
編
が
中
間
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

３
か
年
計
画
は
、
概
ね
10
年
後
の
あ
り
た
い

姿
を
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
基
本
目

標
と
全
体
戦
略
の
基
本
方
針
ま
で
を
策
定
。

そ
の
土
台
と
な
る
単
年
度
計
画
の
個
別
戦
略

と
具
体
的
な
取
り
組
み
に
か
か
る
文
言
編
の

初
案
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
支
店
運
営
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
正
組
合
員
の
高
齢
化
や
負
担
感
、
組
合
員

同
士
の
関
係
性
の
希
薄
化
な
ど
の
課
題
解
決

を
は
か
る
た
め
、
基
盤
組
織
で
あ
る
支
部

（
生
産
組
合
）
の
課
題
も
含
め
、
支
店
運
営

委
員
会
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
が
１
年
か
け

て
検
討
を
重
ね
た
最
終
報
告
案
に
つ
い
て
協

議
し
た
結
果
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に

つ
い
て
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
今
後
、
支

店
運
営
委
員
会
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て

参
り
ま
す
。

◆
有
価
証
券
運
用
に
伴
う
改
善
策
に
つ
い
て

　
今
年
度
に
い
わ
ゆ
る
損
切
り
よ
る
多
額
の

売
却
損
を
計
上
し
た
有
価
証
券
の
運
用
に
つ

い
て
、
購
入
か
ら
売
却
ま
で
を
振
り
返
り
課

題
や
問
題
点
を
整
理
し
た
う
え
で
、
今
後
の

運
用
に
か
か
る
改
善
策
に
つ
い
て
協
議
し
た

結
果
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
１
発
行
体
当
た
り
の
保
有
限
度

額
の
明
確
化
及
び
減
額
、
理
事
会
へ
の
四
半

期
報
告
に
保
有
銘
柄
一
覧
や
取
引
記
録
、

15
％
以
上
の
下
落
一
覧
を
追
加
開
示
す
る
な

ど
、
運
用
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
厳
格
に
し
た

改
善
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

理
事
会
だ
よ
り

～
主
な
議
題
～

令
和
６
年
12
月
26
日

座談会ではさまざまな要望や意見交換
が行われました（写真は山北支店）
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営農コーナー営農コーナー
クリのせん定について

【せん定の基本】
○枝には、ずっと使う『骨格枝』と、果実を結実させる『結果枝』があります。骨格枝を明確にして、結
果枝を更新するのがせん定のポイントです。結果枝を長い間使うと結果枝が骨格枝より太くなり、骨格
枝と結果枝の区別がつかず、せん定が難しくなります。

○せん定は、枝の根元から切る『間引きせん定』と、前年新梢の途中から切る『切り返しせん定』があり
ます。

　※クリは新梢先端の芽から３～４芽に結実するので、なるべく切り返しはしないようにしましょう。

【せん定の手順】
①全体を広くみて骨格枝（主枝、亜主枝）をイメージし、骨格枝と競合する骨格枝化した結果枝を数本間
引きます。枝が混んでいる所は、骨格枝化した結果枝があることが多くなります。

②主枝の先端から始め、先端と競合する枝を除きます。以後、先端から見て鋭角三角形をイメージして配
置することで、主枝、亜主枝の勢いの順位を守ります。主枝＞亜主枝＞側枝。

③側枝は２～３年目で更新が基本です。先追いをしないこと。クリは側枝が太くなりやすく、基部が太く
なった側枝は主枝・亜主枝を負かすので更新しましょう。上面から発生した枝は徒長し、主枝、亜主枝
と競合し樹形を乱す原因となるため取り除きます。

④結果母枝（昨年の結果枝）から30㎝～50㎝程度の結果枝が発生し結果するため、重なり合わないよう
50㎝～60㎝間隔で設置します。６～７結果母枝/㎡。

◎クリは、暗がりの原因となる側枝を取り除き、主枝、亜主枝に日が当たれば陰芽が動き結果として良果
生産、増収が望めます。

◎せん定が不十分だと弱い母枝（細かい枝）、が多くなります。弱い母枝が多いとクリタマバチによる被
害が多くなるので間引きせん定を行い、弱い母枝（細かい枝）を少なくしましょう。

図 クリの整枝

整枝前
せん定不足で結果層が高
く、結果母枝が小さい

主枝候補の日当たりを邪魔する立枝、逆行枝
は取り除く

樹の内側に光が当たることで作業性
の良い、低い位置に結果母枝が配置
できる

主枝の先端を切り下げる

主枝、亜主枝、側枝に光を当てる

主枝の切り下げ、と明確化

作業性の向上：結果母枝の間引き

良好な結果母枝を確保：良好な結果枝が発生

果実は大きくなり収量は増える

果実は小さくなり
収量は少ない

整枝後



特 集 図画・書道コンクール　受賞おめでとう

受賞おめでとう

書道コンクール

図画コンクール

図画・書道コンクール特集
　昨年の夏に募集した第49回『ごはん・お米とわたし』図画コンクール、第63回『JA共済
神奈川県小・中・高校生書道コンクール』の受賞者がこのほど発表されました。図画は県内
小学校から436点（JA管内100点）、書道は小・中学校、高校から3,783点（JA管内481
点）の応募がありました。審査員の心を打つ素晴らしい作品が勢ぞろい。そこで今月号は、
上位入賞者の作品を紹介します。

夏休み、弟と海で仲良くおにぎりを
食べた様子を描きました。青い服を
着ているほうが僕です。梅干しや枝
豆など色々な具材のおにぎりをいっ
ぱい描きました。僕は『のりたま』の
おにぎりが好きです。

『海でおにぎり』
開成町立開成南小学校　２年
鉾之原 康太さん
ほこ   の　はら こう　た

神奈川県環境農政局長賞小学生
１部

神奈川県信連理事長賞小学生
１部

神奈川県農業会議会長賞小学生
１部

ご飯が好きですが、ハンバーグも好
きです。家族でおいしいハンバーグ
を食べた様子を描きました。背景
は、黄色とオレンジ色の絵の具を指
につけてペタペタとぬり、楽しい様子
が伝わるようにしました。

『なかよくモグモグ』
開成町立開成南小学校　２年
枇杷 杏樹さん
び　  わ あん  じゅ

あじさいまつりに行って、友達とお
にぎりを食べました。私のおにぎり
の中身はシャケです。工夫して描い
たところは、あじさいの花です。青
や紫と色を分けながら、一つひとつ
丁寧に描きました。

『あじさいまつりで、
　　　　　ともだちとおにぎり食べたよ』

開成町立開成南小学校　２年
佐藤 媛さん
さ　とう えん

全農神奈川県本部長賞小学生
１部

餃子には真っ白なご飯！山盛りの餃
子と山盛りのご飯を描きました。い
つも家族で食べるとき、お母さんが
50個焼いてくれます。餃子のヒダ
と焼き色を工夫して美味しさが伝わ
るようにしました。

『一ぱいでたりるかなぁ』
開成町立開成南小学校　１年
山﨑 葵太さん
やま ざき あお   た

神奈川県厚生連理事長賞小学生
１部

お兄ちゃんと私とママが仲良くピク
ニックでおにぎりを食べているとこ
ろを描きました。真ん中が私です。
食べているおにぎりの中身はツナマ
ヨで、楽しさが伝わるよう、ニコニ
コ笑顔を頑張って描きました。

『おにぎりおいしいな』
中井町立中村小学校　１年
村山 志帆さん
むら  やま し　 ほ

ｔｖｋ賞高校生
の部

今年で最後の書道コンクールなので「賞をと
るぞ！」と意気込んで書きました。賞をいた
だけてとてもうれしいです。初めて仮名交じ
りの書に挑戦しましたが、漢字は強調し、平
仮名は小さく書くなど流れとリズムを意識し
ました。

神奈川県立小田原城北工業高等学校　３年
山本 怜奈さん
やま もと れい　な
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下
府
中
野
菜
研
究
会
学
給
部
会
は
12
月
16
日
、
下
府
中

保
育
園
の
園
児
た
ち
に
『
食
』
と
『
農
』
の
大
切
さ
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
小
田
原
市
中
里
に
あ
る
約
10
ア
ー
ル
の

畑
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を
開
き
ま
し
た
。

　
三
津
木
國
昌
会
長
が
「
傷
つ
け
な
い
よ
う
優
し
く
掘
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
説
明
す
る
と
、
園
児
た
ち
は
会
員
の
助

け
を
受
け
な
が
ら
、
次
々
と
収
穫
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
園
で
カ
レ
ー
や
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
な
ど
の

給
食
に
使
用
さ
れ
る
予
定
で
、
園
児
は
「
早
く
食
べ
た

い
！
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
三
津
木
会
長
は
「
子
ど
も
の
笑
顔
は
宝
物
。
今
後
も
交

流
を
続
け
、
農
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　
地
産
地
消
の
発
信
拠
点
に
―
―
。
神
奈
川
県
ふ
る
さ
と

の
生
活
技
術
指
導
士
の
細
谷
康
子
さ
ん
は
味
噌
づ
く
り
を

地
域
の
人
に
伝
承
し
て
い
ま
す
。
12
月
16
日
に
は
山
北
町

清
水
地
区
に
あ
る
『
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
』
で
地
域
の
人

た
ち
６
人
と
行
い
ま
し
た
。
「
味
噌
は
生
き
て
い
る
。
手

間
暇
か
け
て
作
る
か
ら
こ
そ
、
お
い
し
く
で
き
る
」
と
細

谷
さ
ん
。
手
作
り
は
味
が
ま
ろ
や
か
で
み
そ
汁
は
も
ち
ろ

ん
、
お
で
ん
や
大
葉
み
そ
、
味
噌
漬
け
な
ど
い
ろ
ん
な
料

理
に
活
用
で
き
る
万
能
調
理
料
。
細
谷
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
地
産
地
消
の
発
信
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
農
業
と
地
産
地
消
へ
の
理
解
を
―
―
。
12
月
７
日
に
第

１
回
組
合
員
知
っ
ト
ク
講
座
『
親
子
で
自
然
を
ま
る
ご
と
体

験
』
を
（
株
）
国
際
農
業
開
発
の
協
力
の
も
と
、
南
足
柄
市
怒

田
地
区
で
ミ
カ
ン
狩
り
や
餅
つ
き
な
ど
を
開
催
し
、
組
合
員
ら

親
子
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ミ
カ
ン
狩
り
で
は
黒
栁
俊
之
社

長
が
「
ミ
カ
ン
『
大
津
』
は
湯
河
原
町
の
大
津
さ
ん
が
品
種
改

良
し
た
も
の
」
と
説
明
。
参
加
者
は
「
大
津
ミ
カ
ン
は
知
っ
て

い
る
が
地
元
生
ま
れ
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
驚
い
て
い
ま

し
た
。
昼
食
は
お
餅
に
舌
鼓
。
地
産
地
消
を
学
ぶ
１
日
に
な
り

ま
し
た
。

　
第
２
回
組
合
員
知
っ
ト
ク
講
座
『
し
め
飾
り
づ
く
り
』
は
12

月
21
日
に
本
店
で
開
催
。
小
田
原
市
栢
山
の
小
澤
信
一
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
組
合
員
20
人
が
参
加
し
て
正
月
し
め
飾
り
を
作

り
ま
し
た
。
手
作
り
の
し
め
飾
り
に
参
加
者
は
「
来
年
も
良
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
願
い
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。

※
こ
の
活
動
は
Ｊ
Ａ
共
済
の
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

手
際
よ
く
仕
込
み
作
業
す
る
細
谷

さ
ん
㊨

みんな上手にできました

お
餅
つ
き
は
家
族
み
ん
な
で

会
員
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
収
穫
す
る
園

児
た
ち

お
イ
モ
掘
れ
た
よ
！

体
験
で
郷
土
を
学
ぶ

味
噌
づ
く
り
を
伝
承

～
下
府
中
学
給
部
会
が
園
児
に
食
農
教
育
～

～
組
合
員
　
知
っ
ト
ク
講
座
開
催
～

～
山
北
町
の
細
谷
さ
ん
が
指
導
～
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き
ん
じ
ろ
う
農
園
で
は
昨
年
の
７
月
か
ら
コ
キ
ア
を
栽
培
し
、

11
月
に
は
赤
く
紅
葉
し
た
コ
キ
ア
を
楽
し
み
ま
し
た
。
12
月
21

日
に
は
そ
の
コ
キ
ア
を
使
っ
た
ほ
う
き
づ
く
り
を
行
い
、
准
組

合
員
ら
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
み
ん
な
で
コ
キ
ア
を

収
穫
。
集
め
た
コ
キ
ア
か
ら
小
さ
な
ほ
う
き
や
大
き
な
ほ
う
き

な
ど
自
分
好
み
の
逸
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
苗

か
ら
育
て
た
コ
キ
ア
で
作
る
ほ
う
き
は
格
別
！
小
さ
い
も
の
は

イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
。
大
き
い
も
の
は
掃
除
用
の
ほ
う
き
と
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
ご
満
悦
な
様
子
。
モ
ノ
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
湯
河
原
町
立
吉
浜
小
学
校
が
『
か
な
が
わ
学
校

給
食
夢
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
令
和
６
年
度
『
学
校
の

献
立
』
の
部
に
お
い
て
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
献
立
の
メ
イ
ン
は

地
元
農
家
か
ら
市
場
流
通
が
難
し
い
ミ
カ
ン
の
提

供
を
受
け
、
果
汁
を
肉
の
下
味
や
タ
レ
に
使
っ

た
『
て
り
や
き
チ
キ
ン
』
。
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
食

品
ロ
ス
を
学
ん
だ
６
年
生
が
、
湯
河
原
み
か
ん
を

研
究
す
る
大
学
生
と
協
力
し
て
考
案
し
た
レ
シ
ピ

を
も
と
に
作
り
ま
し
た
。
昨
年
度
に
続
き
２
年
連

続
の
受
賞
で
津
田
清
校
長
は
「
農
家
を
は
じ
め
地

域
の
方
々
、
児
童
、
教
職
員
や
栄
養
士
、
調
理
員
、

給
食
に
携
わ
る
皆
の
連
携
が
実
を
結
ん
だ
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。

　
久
野
支
店
管
内
の
川
口
喜
美
子
さ
ん
は
昨
年
、
日
本
農
業
新
聞

の
読
者
投
稿
欄
『
女
の
階
段
』
に
初
投
稿
し
て
か
ら
『
こ
だ
ま
』

や
川
柳
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
投
稿
し
、
現
在
ま
で
合
わ
せ
て
７

回
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
稿
の
き
っ
か
け
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
読

者
の
思
い
に
触
れ
る
う
ち
に
自
分
も
日
々
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
書

い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
文
を
書
く
の
は

苦
手
で
し
た
が
、
よ
く
ラ
ジ
オ
へ
投
稿
し
て
い
る
娘
に
コ
ツ
を
教

わ
り
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。
支
店
に
は
管
内
の
組
合
員
が
掲
載

さ
れ
た
ら
紹
介
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
川
口
さ
ん
の
記
事
も
飾

っ
て
あ
り
ま
す
。
「
コ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら

え
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
投
稿
し
て
み
て
は
」
と
川
口

さ
ん
は
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

※
投
稿
は
ハ
ガ
キ
だ
け
で
は
な
く
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

※
こ
の
活
動
は
Ｊ
Ａ
共
済
の
支
援
を
受
け

て
い
ま
す
。

左から時計回りにひじき
ご飯、てりやきチキン、
牛乳、すいとん

受賞を喜ぶ津田校長㊨
と木村美樹栄養士㊧

竹ぼうきにも挑戦

給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
コ
ン
テ
ス
ト

～
吉
浜
小
が
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
を
受
賞
～

コ
キ
ア
の
ほ
う
き
を
作
ろ
う

投
稿
原
稿
に
思
い
を
込
め
て

～
き
ん
じ
ろ
う
農
園
栽
培
の
思
い
出
に
～

～
久
野
支
店
の
川
口
さ
ん
、
農
業
新
聞
『
女
の
階
段
』
な
ど
に
掲
載
～

記
事
が
掲
載
さ
れ
喜
ぶ
川
口
さ
ん
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お問合せ：開成営農経済センター　☎ 0465(83)5165

詳しくは各営農経済センターまたは中井支店・山北支店

銃器によるカラス・ヒヨドリの駆除を行います

開成営農経済センター 即売会

農業機械利用事業講習会

令和６年度
地域農業応援プログラムの申請はお早目に

　ＪＡの農業機械利用事業を利用するための講習会を開催します。
新たに利用する方は必ず受講してください。

　農作物に被害を及ぼす鳥類（カラス・ヒヨドリ等）を猟友会が銃器で
駆除します。駆除に対するご理解と事故防止にご協力をお願いします。

　令和６年度『地域農業応援プログラム』の各種助成の申請は令和７年２月28日（金）です。
期日までの提出をお願いします。
※病害虫駆除対策及びニンニク種子購入助成は令和７年２月17日（月）まで

販売品：肥料、農薬、生産資材の販売など
※当日販売できる肥料は数に限りがあります

ＪＡかながわ西湘は2025年国際協同組合年
(またはIYC2025)に賛同しています

日　時：令和７年３月８日（土）8：30～12：00
場　所：ＪＡかながわ西湘　成田総合選果場（小田原市成田802-1）
対　象：当ＪＡの正組合員及びその家族
内　容：９種類の農業機械の取り扱い方法
　　　　（せん定チッパーやトラクターなど）
受講料：無料
申込方法：令和７年２月14日（金）までに支店または営農経済センターにお申込みください

駆除期間：令和７年２月８日（土）～３月９日（日）
　　　　　　小田原市全域（山間部が対象）
　　　　　令和７年３月１日（土）～２日（日）
　　　　　　南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町

必要書類：申請書、農業形態がわかる書類、助成対象物の名称が記された領収書の写し、助成金等の受領書、
　　　　　入金通知書等の写し（補助金等の交付を受けている場合）
　　　　　※添付書類の領収書や農家形態がわかる書類等の宛名が生計を一にしている方であれば対象となります
　　　　　・申請書は各営農経済センター・中井支店・山北支店にご用意しています
　　　　　・期日を過ぎますと助成ができませんのでご注意ください

開催日：令和７年２月11日（火）祝日　
時　間：8：40～12：00
場　所：開成営農経済センター（開成町吉田島2000）

雨天決行


